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LTI に関する最新動向と法政大学における事例報告




LTI is a popular global standard for interoperability to connect learning applications. Recently LTI is paid attention as 
a core component of NGDLE. In this report, features of latest version of LTI and case studies about using LTI at Hosei 
University are introduced.
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1.	 はじめに
本報告では教育支援プラットフォーム連携の
ための国際的な標準規格である Learning Tools 
Interoperability [1]（以下、LTI）の最新動向につい
て報告する。LTIは IMS Global Learning Consortium 
[2]（以下、IMS GLC）の策定した標準規格で
Sakai、Moodle、Canvas, Blackboard のような主要
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 •  相互評価支援ツール peas
学生同士での相互評価を支援するためのツール
図1　Java学習用ツール max+
Figure	1  max+ for Java Education
図2　相互評価支援ツール peas


























全ての Toolは LTI 1.1を用いて連携している。なお
最新の Sakaiは LTI 1.3に対応済みである。
max+ や peas においては柔軟な構成が可能である
という LTIのメリットを利用し、複数の Platformか
ら一つの Toolを共有して利用する構成をとってい
る。また、組織間での SaaS形式での LTI Toolの共
有の実証実験として法政大学の提供する Toolと他
図3　LTIの利用状況
























[1] IMS LTI, 
https://www.imsglobal.org/activity/learning-tools-
interoperability
[2] IMS GLC, 
https://www.imsglobal.org/
[3] LTI Advantage, 
https://www.imsglobal.org/lti-advantage-overview
URLで示される情報は 2018年 11月 23日時点の
ものである。
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4.3. LTI Tool の利用状況 




全ての Toolは LTI 1.1を用いて連携している．なお
最新の Sakaiは LTI1.3に対応済みである． 
max+ や peas においては柔軟な構成が可能であ
るという LTI のメリットを利用し，複数の Platform
から一つの Tool を共有して利用する構成をとって





図 3 LTIの利用状況 





LMS や SaaS 形式の教育支援サービスで採用される
一般的な規格となっており，NGDLE の核となる要






告した．本報告は一つの LTI Toolを複数の Platform
間で共有することに重きを置いた事例報告となった
が，今後の展望としては，LTI Advantage を用いた
Platform とのより密な連携に関する実験や LTI を利







URLで示される情報は 2018年 11月 23日時点のも
のである． 
 
[1] IMS LTI, 
https://www.imsglobal.org/activity/learning-tools-in
teroperability 
[2] IMS GLC, https://www.imsglobal.org/ 
[3] LTI Advantage, 
https://www.imsglobal.org/lti-advantage-overview 
 
